
各部会の報告（運営会議実施日：7 月１日時点） 

※前回の開催については、報告済みの会議は除きます。 

相談支援部会  

前回の開催内容報告 令和 8 年 月 日（水）13：30～15：00 参加人数  名 

6 月開催なし 

次回開催予定 

〇令和 8 年度 7 月 1 日(水) 13：30～15：00  

 

精神保健部会 

前回の開催内容報告 令和 8 年 6 月 17 日（水）13：30～15：00 参加人数 26 名 

今月の内容は、話題提供として「帯広市が目指すにも包括について」市障害福祉課より説明があ

りました。 

はじめに「にも包括」とは、地域づくりの考え方であって、支援を増やす制度ではなく、支援を

つなげる考え方で、誰もが安心して暮らせる地域共生社会のしくみだと言うことの説明があった。 

にも包括の考え方の共有と、精神の方をはじめとする課題は年々複雑化しているが、帯広市の強み

を生かしていくことと、人と人とのつながりが地域をつくる等、市が目指すにも包括の方向性を参

加者で共有した。 

その後は各事業所から、にも包括についての感想と情報交換を行った。 

感想としては、つながる支援を実際に行った等の報告があった。 

ゆっくりんと打合せをしたひきこもりの事例や、計画相談に繋がったケース、また制度の狭間にい

て、複合的な課題のケースが増えている現状や課題について関係機関で共有できた。 

今後も、にも包括や重層支援等の包括支援について、この部会で協議する機会を設け、地域課題を

把握し、部会で取り組めることを市と協力していくことが確認できた。 

 

次回開催予定 

令和 8 年 7 月 15 日（水）13：30～15：00 

 

住まいの部会  

前回の開催内容報告 令和 8 年６月 23 日（火）13：30～15：30 参加人数 58 名 

「対人援助の基本を学ぼう」をテーマに、社会福祉士 杉野 全由 氏による世話人の資質向上

等を目的とした講義を行った。 

講義では、利用者への接し方やバイステックの７原則に基づいた支援方法、コミュニケーション

の大切さ等について話していただき、その後のグループワークでは、日ごろの支援の中での困りご

とに対しての意見交換や共有が図られた。 

利用者は一人一人違う人間である事を忘れず、その方にあったニーズや課題に対して、本人と話

し合いながら支援していくことを意識する研修となった。 

次回開催予定 

令和 8 年８月 25 日（火）13：30～15：00 事例検討 



 

医療的ケア児等支援検討部会 

前回の開催内容報告 令和８年６月１６日（火）14：30～16：00 参加人数 ２７名 

 今年度の部会長に帯広第一病院 植竹氏、副部会長にプエオキッズの江川氏を選任し、承認され

た。医療的ケア児者・重症心身障害児者の実態報告、令和８年度医療的ケア児等支援検討部会の活

動について、プロジェクト活動の継続について協議した。 

 また、令和７年度に実施した医ケア児者家族へのアンケートの結果を参加者と共有した。 

次回開催予定 

 

 

こども支援部会 

前回の開催内容報告 
① 令和８年６月２４日（水）13：30～15：30 参加人数 ５２名 

② 令和８年 7 月 1 日（木）10：00～11：30 参加人数 ４１名 

①  今年度の部会長に帯広あおぞらの中高氏、副部会長にわいわいハウスりいぶの大澤氏を選任

し、承認された。帯広市地域自立支援協議会について、こども支援部会についての説明を事務

局より行った。 

子どもや保護者が抱える困りごとや他機関との情報共有の仕方について、グループワークを

実施した。 

②  こども支援部会のプロジェクト活動として、通所支援事業所同士の横のつながりを作ること

を目的に、第１回帯広市通所支援事業所情報共有会議を実施。25 事業所 41 名の方が参加。 

「帯広市の発達支援体制について」の説明を子育て支援課より行った。また、「支援事例から

見える、事業所としての課題や今後の方向性」をテーマにグループワークを実施した。 

次回開催予定 

・通所支援事業所情報共有会議（こども支援部会のプロジェクト活動） 

 令和８年７月１日 10：00～ 保健福祉センター視聴覚室  ＞＞ ②が該当 

・第２回こども支援部会 令和 8 年７月２９日 9：30～ 保健福祉センター多目的ホール 

 （帯広市教育研究所夏季研修講座と合同開催） 

 

 

 

 

 


